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一

は
じ
め
に

江
戸
時
代
な
ど
に
、
韻
鏡
に
よ
る
、
或
い
は
韻
鏡
に
関
連
し
て
字
音
に
基

づ
く
、
姓
名
判
断
の
よ
う
な
こ
と
が
あ
っ
た
の
は
知
ら
れ
て
い
る
こ
と
で
あ

ろ
う
し
、
岡
島
（
二
〇
〇
一
）（
二
〇
〇
八
）
で
も
触
れ
た
。
本
稿
で
取
り

上
げ
る
の
も
、
そ
の
よ
う
な
こ
と
を
す
る
際
に
使
う
た
め
の
書
で
あ
る
。

『
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
』
は
、
多
く
流
布
し
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。『
国
書

総
目
録
』
に
載
る
の
は
七
点
で
あ
る
が
、
現
在
で
も
古
書
店
や
ネ
ッ
ト
オ
ー

ク
シ
ョ
ン
な
ど
で
も
し
ば
し
ば
目
に
す
る
。

『
国
書
総
目
録
』
で
は
、「
韻
鏡
名
乗
反
字
安
見
録
の
改
題
本
」
と
記
さ
れ
、

三
沢
（
一
九
五
一
）
も
、

一
六
七
韻
鏡
名
乗
反
切
安
見
録

-一
七
七
二
写
一
巻
「
日
本
文
学

大
辞
典
」
に
見
え
る
（
1
）。
多
田
秀
湖
の
作
。
年
月
不
明
。
こ
の
書
は
天
明

六
年
（
一
七
八
六
）
に
「
名
乗
即
鑑
」
と
改
題
刊
行
せ
ら
れ
た
。（
大

阪
出
版
書
籍
目
録
参
看
）
○
明
和
九
年
書
目
に
「
韻
鏡
妥
見
録
、
多
田

秀
銅
」
と
見
え
る
（
2
）の
は
、
本
書
と
思
は
れ
る
。
著
者
の
秀
湖
、
秀
銅
は

何
れ
も
秀
洞
の
誤
刻
で
あ
ら
う
。（
本
書
目
一
九
〇
番
参
看
）

一
九
〇
韻
鏡
反
切
／
名
乗
即
鑒
一
七
八
六
刊
一
冊

多
田
秀
洞
の
著
、

寺
尾
東
海
の
序
が
あ
る
。
凡
例
の
末
に
「
廣
瀬
幽
閑
末
流

加
州
金
澤

多
田
秀
洞
識
」
と
あ
る
。
天
明
六
年
刊
。
○
本
書
は
前
に
「
韻
鏡
安
見

録
」
と
い
っ
た
の
を
改
題
し
た
も
の
。
小
型
本
。

と
指
摘
す
る
よ
う
に
、
改
題
本
で
あ
る
と
い
う
判
断
は
、『
享
保
以
後
/大
阪

出
版
書
籍
目
録
』
に
依
る
も
の
と
思
わ
れ
る
。
同
書
一
二
九
頁
に
、

名
乗
即
鑑

一
冊

以
前
「
韻
鏡
安
見
録
」
と
題
せ
し
を
此
度
改
題
板
行
申
出

板
元

奈
良
屋
長
兵
衛
（
本
町
二
丁
目
）

右
板
元
よ
り
の
申
出
で
を
本
屋
行
司
に
て
聞
屆
け
板
行

申
出
年
月

天
明
六
年
四
月

と
あ
る
。
な
お
、
こ
こ
は
、
大
阪
本
屋
仲
間
記
録
の
「
開
板
御
願
書
扣
」
が

現
存
し
な
い
部
分
で
あ
る
し
、
改
題
板
行
本
で
あ
る
の
で
「
新
板
願
出
印
形
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帳
」
に
も
記
載
が
な
い
。

さ
て
、
改
題
前
の
「
韻
鏡
安
見
録
」
は
、『
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
な
ど

に
は
見
え
な
い
が
、
江
戸
の
「
割
印
帳
」（『
享
保
以
後
江
戸
出
版
書
目
』

『
江
戸
本
屋
出
版
記
録
』）
に
記
載
が
あ
る
。

同
四
年
冬
（
宝
暦
）

韻
墨
付
五
十
丁

鏡
安
見
録

多
田
秀
洞
作

小
本
全
一
冊
板
元

売
出
し
戸
く
ら
や
喜
兵
衛

同

人

さ
ら
に
、
安
永
五
年
に
も
、

同
五
申
年
春

韻
墨
付
五
十
一
丁

鏡
安
見
録

多
田
秀
洞

全
一
冊
板
元
売
出
し

前
川
六
左
衛
門

と
見
え
る
。

さ
ら
に
改
題
本
の
「
名
乗
即
鑑
」
に
つ
い
て
も
、

天
明
六
丙
午
三
月

名
墨
付
五
十
三
丁

乗
印
鑑

東
海
述

全
一
冊
大
坂
板
元

江
戸
売
出
し
奈
良
屋
長
兵
衛

西
村
源
六

と
見
え
る
。
た
だ
し
「
名
乗
即
鑑
」
の
と
こ
ろ
に
は
、
こ
れ
が
「
韻
鏡
安
見

録
」
の
改
題
本
で
あ
る
こ
と
は
記
さ
れ
て
い
な
い
。
東
海
は
序
を
書
い
た
人

で
あ
る
。二

天
明
版
『
名
乗
即
鑑
』

以
下
、
書
籍
そ
の
も
の
（
お
よ
び
電
子
的
複
製
）
を
見
る
。
ま
ず
は
、
よ

く
流
布
し
て
い
る
『
名
乗
即
鑑
』
か
ら
確
認
す
る
。
書
形
は
小
本
で
あ
る
。

架
蔵
の
二
本
に
題
簽
は
残
っ
て
い
な
い
が
、
国
立
国
会
図
書
館
デ
ジ
タ
ル
コ

レ
ク
シ
ョ
ン
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下
「
国
会
本
」）、
大
阪
市
立
大

学
森
文
庫
和
古
書
画
像
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て
い
る
も
の
（
以
下

「
森
文
庫
本
」）、
早
稲
田
大
学
古
典
籍
総
合
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
で
公
開
さ
れ
て

い
る
も
の
（
以
下
「
早
稲
田
本
」）、
い
ず
れ
も
「
韻
鏡

反
切
名
乗
即
鑒

全
」
と

あ
る
よ
う
で
あ
る
。
奥
付
に
は
、

天
明
六
年
丙
午
三
月
発
行

浪
華
書
肆
心
斎
橋
北
久
太
郎
町

河
内
屋
喜
兵
衛

と
あ
る
も
の
が
多
い
。
架
蔵
の
二
本
の
ほ
か
に
、
国
会
本
、
森
文
庫
本
も
同

様
で
あ
る
。
早
稲
田
本
も
同
じ
奥
付
を
有
す
る
が
、
次
丁
に
、
後
刷
の
際
の

も
の
と
見
ら
れ
る
奥
付
が
あ
る
。
上
部
に
「
書
肆
」
と
あ
っ
て
、

江
戸
日
本
橋
南
壱
丁
目

須
原
屋
茂
兵
衛

同

貮
丁
目山
城
屋
佐
兵
衛

同

下
谷
池
端
仲
町

岡
村
庄
助

同

通
本
銀
町永樂
屋
東
四
郎

大
阪
心
斎
橋
北
久
太
郎
町

河
内
屋
喜
兵
衛
板

同
様
の
後
刷
の
際
の
奥
付
と
思
わ
れ
る
も
の
が
、
国
文
学
研
究
資
料
館
の
文

献
調
査
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
な
ど
で
見
る
と
、
他
に
も
あ
る
よ
う
だ
が
、
一
々
挙

げ
な
い
。

『
大
阪
出
版
書
籍
目
録
』
で
の
届
け
出
時
の
板
元
で
あ
る
奈
良
屋
長
兵
衛

の
名
の
あ
る
奥
付
を
持
つ
本
は
未
見
で
あ
る
が
、
河
内
屋
喜
兵
衛
の
他
に
、

心
斎
橋
北
詰和
泉
屋
卯
兵
衛
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と
な
っ
て
い
る
も
の
が
あ
る
（
往
来
物
倶
楽
部
デ
ジ
タ
ル
ア
ー
カ
イ
ブ
ス
所

収
本
）。

河
内
屋
喜
兵
衛
の
「
心
斎
橋
北
久
太
郎
町
」
は
、「
心
斎
」
と
「
橋
北
久

太
郎
町
」
が
、
や
や
離
れ
て
お
り
、
和
泉
屋
卯
兵
衛
の
方
が
先
で
あ
ろ
う
。

な
お
、「
天
明
六
年
丙
午
三
月
発
行
」
の
「
発
行
」
も
、
埋
木
の
よ
う
に

思
わ
れ
る
が
、
こ
れ
ま
で
の
と
こ
ろ
、
こ
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
も
の
し
か

見
て
い
な
い
。

見
返
し
が
あ
る
も
の
（
架
蔵
二
本
・
国
会
本
）
に
は
、「
韻
鏡

反
切
名
乗
即
鑑
」

と
あ
り
、

世よ

に
韻ゐ
ん

鏡き
ょ
うの
書し
ょ

、
多お
ほ
しと
い
へ
ど
も
、
其そ
の

伝で
ん

受じ
ゅ

な
く
し
て
は
、
反は
ん

切せ
つ

の

法は
ふ

を
得え

が
た
し
。
夫そ
れ

反
切
か
へ
し

、
名な

乗の
り

字じ

の
吉き
っ

凶き
ょ
うを
考
か
ん
か
へ
るを
緊き
ん

用よ
う

と
す
。
此こ
の

書し
ょ

は
其そ
の

伝で
ん

受じ
ゅ

な
き
人
に
て
も
、
五ご

性し
や
うの
相さ
う

生じ
や
うに
就つ
い

て
、
父ち
ゝ

字じ

母は
ゝ

字じ

を

定さ
だ

め
、
韻ゐ
ん

図づ

を
用も
ち

ひ
ず
、
即
す
な
は
ち

其
帰き

納だ
ふ

を
得う

る
こ
と
を
発は
つ

明め
い

す
。
誠ま
こ
とに

不ず

哀学ま
な
ばし
て
其そ
の

要え
う

を
知し
る

と
云い
ふ

べ
し
（
原
文
は
カ
タ
カ
ナ
、
以
下
同
じ
）

と
記
さ
れ
（
3
）、「
浪
華
書
肆

柳
原
積
玉
圃
藏
」
と
あ
る
。

漢
文
の
「
名
乗
即
鍳
敍
」（
一
丁
）
は
「
東
海
識
」
と
し
（
4
）、
三
沢
（
一
九

五
一
）
は
、
こ
れ
を
寺
尾
東
海
と
見
て
い
る
。
寺
尾
東
海
に
つ
い
て
は
、
岡

島
（
二
〇
一
〇
）
で
書
い
た
が
、
こ
の
頃
お
そ
ら
く
大
阪
に
い
た
の
で
可
能

性
は
あ
る
。
序
文
中
で
は
、
韻
学
に
つ
い
て
は
、「
韻
鏡
」「
切
韻
指
掌
」

「
切
韻
指
南
」
の
書
名
を
挙
げ
る
程
度
で
大
し
た
こ
と
は
書
い
て
い
な
い
。

「
書
肆
の
需
に
応
じ
、
且し
ば

ら
く
玄
晏
先
生
と
為
る
（
5
）」
と
、
序
文
を
寄
せ
た
の

み
の
如
く
で
あ
る
。

「
題
名
乗
即
鑑
」（
一
丁
）
は
，
天
明
五
年
己
巳
之
冬
、
東
山
力
之
光
公
暉

の
も
の
。
続
い
て
「
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
凡
例
」
が
二
丁
半
、
そ
の
末
尾
に

「
廣
瀬
幽
閑
末
流

加
州
金
澤

多
田
秀
泂
識
」
と
あ
る
。
廣
瀬
幽
閑
は
、

弘
湍
幽
閑
を
指
す
。『
国
書
総
目
録

著
者
別
索
引
』
で
は
「
こ
う
た
ん
ゆ

う
か
ん
」
と
読
ま
れ
て
い
る
が
、「
廣
湍
幽
閑
」
と
書
か
れ
る
こ
と
も
あ
り
、

「
ひ
ろ
せ
」
と
読
む
（
6
）。「
弘
湍
幽
閑
改
正
」
と
あ
る
『
五
百
字
増
補
韻
鏡
（
7
）』
の

元
禄
十
一
年
に
お
け
る
源
鞠
山
（
割
書
で
「
酒
井
飛
彈
守
」。
越
前
敦
賀
藩

主
の
酒
井
忠
稠
）
に
よ
る
序
に
、「
粤
越
之
前
人
弘
湍
幽
閑
者
潜
心
于
韻
学
」

と
見
え
る
。『
声
音
正
僞
発
明
韻
鏡
備
考
大
成
（
8
）』
に
は
、「
崎
陽

三
餘
斎
弘

湍
幽
閑
」
と
見
え
る
が
、「
弱
冠
住
崎
陽
三
十
餘
年
」
で
韻
学
を
学
び
、
江

戸
に
出
て
、
鎌
倉
で
没
し
た
と
い
う
。『
韻
鏡
十
二
反
切
』（
九
州
大
学
附
属

図
書
館
音
無
文
庫
本
。
外
題
は
「
韻
鏡
」

イ
5
）
に
は
、「
幽
閑
は
黄
檗

522

南
源
禅
師
の
伝
を
得
て
韻
鏡
を
以
て
世
に
鳴
り
た
る
人
な
り
」
と
あ
る
（
9
）。
南

源
性
派
が
隠
元
と
と
も
に
来
日
し
て
長
崎
に
い
た
頃
に
、
と
い
う
謂
で
あ
ろ

う
か
。『
韻
鏡
和
漢
二
流
指
南
目
録
』（
静
嘉
堂
文
庫
所
蔵
国
語
学
資
料
集

成
・
東
京
大
学
文
学
部
図
書
室
蔵
・
写
本
）、『
韻
鏡
秘
伝
諸
例
』（
東
京
大

学
文
学
部
図
書
室
蔵
写
本
）
も
、
幽
閑
の
韻
学
を
伝
え
る
も
の
で
あ
る
。
元

禄
十
四
年
に
、『
経
史
正
音
切
韻
指
南
』
を
校
訂
刊
行
も
し
て
い
る
。

多
田
秀
泂﹅

は
、
後
掲
の
宝
暦
版
『
韻
鏡
安
見
録
』（
以
下
『
安
見
録
』）
で

は
、
多
田
秀
洞﹅

と
あ
り
、
そ
れ
に
よ
る
べ
き
で
あ
ろ
う
が
、
安
永
本
以
降

「
泂
」
で
、
本
書
で
同
字
に
タ
カ
・
ハ
ル
の
訓
も
あ
る
（「
洞
」
は
ホ
ラ
の

み
）。
こ
の
人
物
の
こ
と
は
未
考
で
、『
安
見
録
』
に
は
「
加
陽
金
澤
士
」
と

あ
り
、
加
賀
藩
の
こ
と
を
調
べ
る
べ
き
だ
が
、
未
調
査
で
あ
る
。

『
名
乗
即
鑑
』
と
い
う
題
名
は
、『
名
乗
手
鑑
（

）』
や
『
本
朝
年
代
即
鑑
』
を

10
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想
起
さ
せ
る
が
、
奈
良
屋
長
兵
衛
が
、『
名
乗
即
鑑
』
と
ほ
ぼ
同
時
期
に
屆

け
出
て
い
る
『
俳
名
即
鑑
（

）』
と
の
関
係
も
あ
り
そ
う
で
あ
る
。『
俳
名
即
鑑
（

）』

11

12

は
、
国
文
学
研
究
資
料
館
で
画
像
公
開
さ
れ
て
い
る
八
戸
市
立
図
書
館
本
を

見
た
の
み
だ
が
、「
俳
名
即
鑑
附
言
」
は
「
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
凡
例
」
と
、

丁
毎
の
行
数
は
異
る
が
、
似
た
も
の
を
感
じ
る
。

『
俳
名
即
鑑
』
の
奥
付
に
付
さ
れ
る
「
無
孔
笛
道
人
著
七
種
即
鑑
嗣
刻
目

録
（

）」
に
は
、

13

事
類
即
鑑
・
名
数
即
鑑
・
雑
字
即
鑑
・
俳
名
即
鑑
・
童
学
即
鑑
・
字
学

即
鑑
・
和
学
即
鑑

の
七
種
を
載
せ
る
が
、
俳
名
即
鑑
以
外
は
刊
行
さ
れ
な
か
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

ま
た
、
矢
島
（
一
九
七
六
）
に
よ
れ
ば
、
中
村
玄
三
『
和
漢
年
代
即
鑑
』

（
寛
政
十
二
）
も
、
奈
良
屋
長
兵
衛
か
ら
出
て
い
る
。『
国
書
総
目
録
』
に
な

い
書
だ
が
（
同
名
の
書
が
、『
近
世
漢
学
者
著
述
目
録
大
成
』
に
河
野
界
浦

の
著
と
し
て
載
せ
ら
れ
て
い
る
旨
は
載
る
。
国
文
学
研
究
資
料
館
の
古
典
籍

総
合
目
録
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
に
も
現
時
点
で
は
同
様
）、「
国
立
国
会
図
書
館

サ
ー
チ
」
に
よ
っ
て
、
島
根
県
立
図
書
館
の
所
蔵
を
知
る
こ
と
が
出
来
る
。

同
館
Ｏ
Ｐ
Ａ
Ｃ
に
は
、
一
八
〇
〇
年
に
宜
英
堂
か
ら
出
版
と
あ
り
、
宜
英
堂

は
奈
良
屋
長
兵
衛
で
年
も
合
う
。
早
く
享
保
に
刊
行
さ
れ
て
い
る
同
著
者
の

『
本
朝
年
代
即
鑑
』（「
唐
土
年
代
即
鑑
」
を
含
む
）
の
改
題
本
か
と
思
わ
れ

る
が
、
未
見
で
あ
る
。

さ
て
、
本
『
名
乗
即
鑑
』
の
内
容
は
、「
韻
鏡
反
切
」
と
銘
打
ち
な
が
ら

も
、
こ
の
書
だ
け
を
使
っ
て
人
名
を
反
切
す
る
こ
と
は
出
来
な
い
。
木
火
土

金
水
の
五
行
に
配
さ
れ
た
三
十
六
字
母
に
従
っ
て
漢
字
を
置
き
、
各
字
に
名

乗
を
つ
け
る
と
い
う
の
が
基
本
で
あ
る
。

「
見
下
九
十
三
父
字
木
姓
之
字
也
」
の
よ
う
に
、「
Ａ
下
Ｂ
父
字
Ｃ
姓
（
之

字
）
也
（

）」
と
い
う
形
で
、
Ａ
に
は
三
十
六
字
母
の
い
ず
れ
か
が
、
Ｂ
に
は
、

14

そ
こ
に
置
か
れ
て
い
る
漢
字
の
数
が
、
Ｃ
に
は
木
火
土
金
水
の
い
ず
れ
か
が

入
る
。
声
母
の
配
列
順
は
、
木
火
水
金
土
（
牙
音
・
舌
音
・
唇
音
・
歯
音
・

喉
音
）
の
後
に
半
舌
半
歯
の
来
母
・
日
母
と
な
っ
て
い
る
（

）。
な
お
、
本
文
で

15

は
、
来
母
は
火
、
日
母
は
金
と
な
っ
て
い
る
の
に
、
凡
例
で
は
、
来
母
は
半

火
、
日
母
は
半
金
と
な
っ
て
い
て
、
厳
密
に
言
え
ば
一
致
し
な
い
。

該
声
母
の
漢
字
（
及
び
、
そ
の
名
乗
）
が
示
さ
れ
た
後
、
凡
例
に
い
う
、

父ち
ゝ

字じ

と
あ
る
内う
ち

の
一い
ち

字じ

と
。
母は
ゝ

字じ

と
あ
る
内う
ち

の
一い
ち

字じ

と
を
合あ
は

せ
て
反は
ん

切せ
つ

す
る
な
り
。
た
と
へ
ば
、
公ま
さ
父字
風
母字
の
返か
へ

し
弓き
う

子
の
字し

。
公ま
さ

隆た
か

の
反か
へ
しも
。

貢み
つ

雄ま
す

の
反か
へ
しも
弓ゆ
み

の
字じ

な
り
。

を
例
示
し
た
も
の
が
示
さ
れ
る
。
見
母
の
字
と
反
切
し
て
「
弓
」
に
な
る
反

切
下
字
（
母
字
）
と
し
て
、
風フ
ウ

・
充ジ
ウ

な
ど
十
の
東
韻
三
等
字
（

）が
示
さ
れ
、
こ

16

れ
ら
各
字
に
も
名
乗
訓
が
付
さ
れ
て
い
る
。
東
韻
三
等
字
に
次
い
で
、
入
声

屋
韻
三
等
字
で
「
菊
」、
脂
韻
合
口
字
で
「
亀
」、
微
韻
開
口
字
で
「
機
」、

上
声
尾
韻
合
口
字
で
「
鬼
」、
上
声
姥
韻
字
で
「
矩
」、
諄
韻
字
で
「
麏
」、

入
声
術
韻
合
口
字
で
「
橘
」、
戈
韻
字
で
「
戈
」、
上
声
寝
韻
字
で
「
錦
」、

陽
韻
開
口
字
で
「
薑
」、
尤
韻
字
で
「
鳩
」、
侵
韻
字
で
「
金
」
に
な
る
こ
と

が
示
さ
れ
る
。
母
字
の
例
示
が
も
っ
と
も
多
い
の
が
こ
の
見
母
の
十
三
例
で

あ
り
、
他
の
声
母
は
多
く
て
八
例
で
、
一
例
し
か
示
さ
な
い
声
母
も
九
あ
る
。

入
声
屋
韻
三
等
字
は
、
知
母
の
箇
所
で
も
反
し
て
「
竹
」
に
な
る
も
の
と

し
て
示
さ
れ
、
そ
の
「
母
字
」
自
体
も
、
見
母
の
「
竹
」
が
知
母
で
は
子
字

4



と
な
り
、
見
母
の
子
字
「
菊
」
は
知
母
の
箇
所
に
は
見
え
な
い
と
い
う
だ
け

の
違
い
で
、「
福
囿
育
俶
六
塾
祝
郁
陸
馥
」
は
名
乗
訓
も
含
め
て
同
じ
で
あ

る
。
凡
例
に
は
「
母
字
の
数
九
百
四
十
一
字
」
と
あ
る
が
、
こ
の
よ
う
に
重

複
し
て
い
る
も
の
で
あ
り
（

）、
異
な
り
数
と
し
て
は
、
こ
れ
よ
り
少
な
い
。
な

17

お
、「
此
書
載
す
る
所
、
父
字
の
数
九
百
八
十
三
字
（

）、
母
字
の
数
九
百
四
十

18

一
字
、
こ
れ
を
互
に
用
る
時
は
、
凡
そ
九
萬
二
千
五
百
の
名
乗
を
生
ず
る
な

り
」
と
あ
る
が
、
九
八
三
×
九
四
一
は
、
九
十
二
万
五
千
三
で
あ
っ
て
、
一

桁
ち
が
っ
て
い
る
。

四
九
丁
表
、
来
母
字
を
「
質シ
ツ

一イ
ツ

壱イ
ツ

」
な
ど
の
質
韻
字
と
反
切
す
れ
ば
、
当

然
、
リ
ツ
に
な
る
が
、「
粟シ
ヨ
ク」
と
し
て
い
る
。
左
訓
に
「
ア
ワ
」
ま
で
見
え

る
が
、「
栗リ
ツ

（
ク
リ
）」
で
あ
る
べ
き
で
、
こ
の
書
の
粗
雑
さ
を
示
し
て
い
る
。

と
も
あ
れ
、
こ
の
書
だ
け
で
は
人
名
を
反
切
す
る
こ
と
は
行
え
ず
、
声
母

に
よ
っ
て
名
乗
り
字
を
配
列
し
て
、
反
切
の
例
を
示
し
た
書
、
と
い
う
こ
と

に
な
ろ
う
。
五
行
に
よ
っ
て
名
乗
り
字
を
並
べ
た
も
の
で
あ
れ
ば
、
節
用
集

の
付
録
な
ど
に
あ
る
が
、
こ
の
書
は
、
そ
れ
を
も
う
少
し
、
も
っ
と
も
ら
し

く
し
た
も
の
で
あ
る
、
と
い
う
と
こ
ろ
で
あ
ろ
う
。

三

宝
暦
版
『
韻
鏡
安
見
録
』

架
蔵
の
『
韻
鏡
安
見
録
（

）』
は
、
題
簽
に
「
韻
鏡
安
見
録

全
」
と
あ
り

19

（
子
持
罫
）、
内
題
は
「
韻
鏡
名
乗
反
字
安
見
録
」
で
「
加
陽
金
澤
士
多
田
秀

洞
撰
」、
柱
に
は
「
安
見
録
」。

刊
記
に
は
、

寶
暦
四
歳
戊
冬

湯
島
切
通
泉
屋
判
三
郎

日
本
橋
通
二
丁
目

戸
倉
屋
喜
兵
衞

と
あ
る
。
本
の
大
き
さ
と
し
て
は
や
や
小
ぶ
り
の
中
本
だ
が
、
版
面
は
小
本

相
当
で
、『
名
乗
即
鑑
』
と
同
程
度
で
あ
る
。
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刊
記
の
直
前
の
文
言
は
、
こ
の
丁
の
表
か
ら
の
も
の
で
あ
り
、『
名
乗
即

鑑
』
で
「
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
終
」
と
あ
る
最
左
の
罫
の
一
つ
右
の
罫
か
ら
、

『
名
乗
即
鑑
』
の
凡
例
の
末
尾
に
あ
っ
た
文
言
と
同
じ
も
の
が
書
か
れ
て
い

る
。

右
父
字
数
九
百
八
十
三
字

母
字
数
九
百
四
十
一
字

凡
九
萬
二
千
五

百
之
名
乗
と
な
る
也

廣
瀬
幽
閑
末
流
為
童
蒙
撰
之
者
也

本
書
に
は
『
名
乗
即
鑑
』
の
序
や
凡
例
に
あ
た
る
も
の
は
な
く
、
内
題
と

著
者
名
の
後
、
次
の
よ
う
に
始
る
。

一

人
名
を
反
切
す
る
は
音
和
を
取
る
を
為
哀正
し
と
。
故
に
此
書
の
反

切
、
四
同
音
和
・
三
同
音
和
・
異
位
音
和
、
希
に
憑
切
を
用
ゆ
。
類
隔

往
來
等
の
悪
き
反
切
は
一
向
除
之
。

一

歸
納
の
字
は
気
形
器
財
の
類
を
吉
と
す
。
故
に
韻
鏡
書
面
の
上
に

あ
ら
わ
れ
反
字
に
可
哀用
字
を
悉
く
取
哀之
。
鬼
鳳
龜
虎
龍
は
凡
下
の
人

可
哀忌
哀之

一

相
生
は
人
人
の
姓
を
撿か
ん
がへ
相
應
の
字
を
可
哀取

木
姓
の
人
に
は

火
姓
の
字
を
可
哀取
吉
也
。
水
姓
の
字
も
相
生
木
姓
の
字
を
取
も
比
和

と
て
吉
也
。
相
生
相
剋
は
水
生
木
・
水
剋
火
・
火
剋
金
・
木
生
火
・

木
剋
土
・
金
生
水
・
金
剋
木
・
土
生
金
・
土
剋
水
也
。
先
人
謂
へ
る
事

あ
り
、
名
は
者
實
之
賓
也

古
者
よ
り
名
に
依
て
身
を
喪う
し
なへ
る
人
多
し
。

此
に
奇
異
な
る
こ
と
な
り
。
自
身
心
を
寄よ
せ

て
名
を
定
め
た
る
を
、
貞
齋

曰
愚
。
数
人
反
切
す
る
に
貧
富
禍
福
を
先
と
し
て
其
の
餘
の
世
事
に
交
ま
じ
は

る
、
轉て
ん

變へ
ん

得と
く

失し
つ

毫が
う

釐り

も
差た
が

ふ
こ
と
な
し
。
吉
な
れ
ば
幸
也
。
若
し
凶
な

る
は
文
字
を
易か
へ

改あ
ら
ため
ん
こ
と
第
一
也
。

一

此
書
、
父
字
の
内
一
字
と
、
母
字
の
内
一
字
を
合
せ
反
切
す
れ
ば

反
字
あ
り
。
た
と
へ
ば
公
風
の
反
し
弓
の
字
、
公
隆
の
反
し
も
弓
（

）。
貢

20

雄
の
反
し
も
弓
な
り
。
餘
は
准
哀之
に
。

一

上
の
公
の
字
を
父
字
と
云
、
下
の
風
の
字
を
母
字
と
云
、
反
字
弓

の
字
を
子
と
す
る
な
り
。

こ
の
文
章
が
三
丁
目
表
ま
で
あ
っ
て
、
そ
の
裏
か
ら
は
『
名
乗
即
鑑
』
と
同

内
容
の
も
の
が
五
十
一
丁
目
表
の
途
中
（
上
記
「
右
父
字
数
」
の
前
）
ま
で

続
く
（
細
か
い
違
い
は
後
述
す
る
が
、
上
記
の
数
字
の
矛
盾
、「
粟
」
も
同
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様
で
あ
る
）。

こ
の
文
章
の
始
め
の
部
分
は
、
人
名
反
切
を
弘
め
た
も
の
と
さ
れ
る
『
韻

鏡
開
奩
（

）』
で
、

21人
名
の
反
切
に
は
。
音
和
を
取
を
為
哀正
と
。
類
隔
・
寄
韻
・
往
來
の
例
、

不
哀可
哀用
。
憑
切
・
憑
韻
・
廣
通
・
偏
狹
な
ど
は
又
用
る
こ
と
哀之
あ
り
。

所
反
の
字
に

嫌
き
ら
ふ

字
あ
り
。
皇
帝
・
鬼
神
・
麟
・
鳳
・
虎
龍
等
の
字
の
類
、

人
に
依
て
忌
べ
し
。
五
行
の
相
生
を
取
る
こ
と
肝
要
也
、
假た
と

令へ
ば

上
の
字
屬

哀木
に
、
下
の
字
属
哀火
等
の
類
は
相
生
に
し
て
吉
也
、
上
の
字
属
し
哀木
に
、

下
の
字
属
哀す
る
土
に
等
の
類
は
相
尅
に
し
て
不
可
也
。
又
上
下
の
字
同
く
属
哀す
る

一
-行
に
者
は
比
和
に
し
て
可
也
。

と
書
か
れ
て
以
降
（

）、
人
名
反
切
の
書
に
多
く
見
ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
文
言

22

の
影
響
下
に
あ
る
も
の
で
あ
る
。

第
三
条
に
見
え
る
貞
斎
の
名
で
示
さ
れ
る
よ
う
に
（

）、
毛
利
貞
斎
の
『
韻
鏡

23

秘
訣
袖
中
抄
（

）』
巻
之
一
の
十
八
丁
裏
か
ら
の
記
述
と
比
較
す
る
と
、『
韻
鏡

24

開
奩
』
の
文
言
よ
り
も
こ
れ
に
近
い
。

一

人
名
を
反ほ
ん

切
す
る
は
。
音を
ん

和わ

を
取
る
を
為
哀正
し
と
。
反
切
數
多
あ

れ
ど
も
類
隔き
や
く・
寄
韻
・
往
來
必
ず
不
可
用
之
。
憑
切
・
憑
韻
・
廣
通
・

偏
狹
な
ど
は
用
る
こ
と
あ
り
。
然
れ
ど
も
不
好
こ
と
な
り
。

一

歸き

納だ
ふ

の
字
は
氣き

形ぎ
や
う
一
切
の
生
あ
る

物
の
字

器き

財ざ
い

の
類
を
吉
と
す
。
然
れ
ど
も

皇
帝
・
鬼
神
・
麒き

麟り
ん

・
鳳ほ
う

凰わ
う

・
龜き

・
虎こ

・
龍り
よ
うの
字
は
凡ぼ
ん

下げ

の
人
に
は
可

哀忌い
む

。【
下
略
】

一

相
生
は
【
中
略
】
人
人
の
姓
を
撿か
ん
が
へ
相
應
の
字
を
可
哀取
。
名
は

者
實
之
賓
也
（

）。
古い
に

者し
へ

よ
り
名
に
依
て
身
を
喪う
し
なへ
る
人
多
し
。
此こ
ゝ

に
奇
異

25

な
る
こ
と
あ
り
。
自
身
心
寄よ
せ

て
名
を
定さ
だ

め
た
る
を
、
愚
。
数
十
人
反
切

す
る
に
。
貧
富
禍
福
を
先
と
し
て
其
の
餘
の
世
事
に
交ま
じ
はる
。
轉て
ん

變べ
ん

得
失

毫が
う

釐り

も
差た
が

ふ
こ
と
な
し
。
吉
な
れ
ば
幸
さ
い
は
い

也
。
若
し
凶
な
る
は
文
字
を

易か
へ

改あ
ら
ため
ん
こ
と
第
一
な
り
。

漢
字
の
訓
な
ど
は
、
貞
斎
の
影
響
下
に
は
な
い
よ
う
に
見
え
る
の
で
、『
韻

鏡
秘
訣
袖
中
抄
』
か
ら
直
接
引
い
た
の
で
は
な
い
し
、『
韻
鏡
秘
訣
袖
中
抄
』

だ
け
を
見
た
の
で
は
な
い
と
考
え
る
の
が
適
当
で
あ
ろ
う
。

上
述
の
よ
う
に
、『
名
乗
即
鑑
』
の
凡
例
は
、『
安
見
録
』
に
は
な
い
も
の

で
あ
る
が
、『
安
見
録
』
の
こ
の
文
章
に
基
づ
き
な
が
ら
書
か
れ
た
も
の
と

思
わ
れ
る
。

四

安
永
刷
の
『
韻
鏡
安
見
録
』

安
永
の
奥
付
を
も
つ
『
安
見
録
』
は
、
天
理
図
書
館
と
東
京
大
学
文
学
部

図
書
館
に
蔵
さ
れ
て
い
る
。
天
理
図
書
館
本
（

）に
よ
れ
ば
題
簽
は
宝
暦
版
と
似

26

て
い
る
が
（「
韻
鏡
安
見
録

全
」
子
持
罫
）、
こ
ち
ら
が
、
や
や
大
き
い
。

刊
記
は
、

寶
暦
四
歳
戊
冬
元
板

安
永
五
丙
申
年
春
再
板

日
本
橋
通
南
三
町
目

東
都
書
肆

山
口
吉
郎
兵
衛

で
、「
寶
暦
四
歳
戊
冬
」
の
部
分
は
、
宝
暦
版
と
字
配
り
や
字
体
な
ど
同
じ

で
あ
る
。
前
掲
の
「
割
印
帳
」
で
は
「
板
元
売
出
し

前
川
六
左
衛
門
」
で

あ
っ
た
か
ら
、
後
刷
で
あ
ろ
う
か
。
山
口
吉
郎
兵
衛
は
矢
島
玄
亮
『
徳
川
時

7



宝暦版4丁表

代
出
版
者
出
版
物
集
覧
』
な
ど
を
見
て
も
、
安
永
期
の
み
の
刊
行
だ
っ
た
よ

う
で
あ
る
。

さ
て
、『
名
乗
即
鑑
』
の
大
部
分
（
序
・
凡
例
・
最
終
丁
を
除
く
）
は
、

安
永
の
『
安
見
録
』
の
覆
せ
彫
り
で
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
た
だ
、
同
じ
板
木

に
よ
る
も
の
の
よ
う
に
見
え
る
丁
も
あ
り
、
こ
れ
に
つ
い
て
は
、
よ
り
よ
い

刷
の
も
の
を
見
て
考
え
ね
ば
な
ら
な
い
。

そ
の
安
永
の
『
安
見
録
』
と
宝
暦
版
の
関
係
は
は
ど
う
か
と
い
う
と
、
安

永
の
も
の
に
は
、
奥
付
に
「
安
永
五
丙
申
年
春
再
板
」
と
あ
る
が
、
全
体
を

見
る
と
、
宝
暦
の
版
を
そ
の
ま
ま
使
っ
て
刷
っ
た
丁
も
あ
る
し
、
宝
暦
版
に

埋
木
を
入
れ
て
字
句
を
訂
正
し
て
刷
っ
た
丁
も
あ
る
と
思
わ
れ
る
。
ま
た
、

振
り
仮
名
な
ど
を
改
め
る
に
は
版
を
改
め
た
方
が
よ
い
と
判
断
し
た
た
め
な

の
か
、
板
木
が
使
え
な
か
っ
た
の
か
、
覆
せ
彫
り
と
思
わ
れ
る
丁
も
あ
る
。

従
っ
て
、
厳
密
に
は
「
安
永
版
」
と
は
呼
べ
な
い
の
で
、
以
下
で
は
「
安
永

刷
」
と
称
す
る
こ
と
に
す
る
。

埋
木
を
入
れ
て
字
句
を
訂
正
し
て
刷
っ
た
丁
の
例
と
し
て
は
、
4
丁
目
が

あ
る
。
そ
の
表
、
中
央
に
あ
る
「
継
」
の
字
、
宝
暦
の
『
安
見
録
』
で
は
略

字
体
の
「
継
」
だ
が
、『
名
乗
即
鑑
』
で
は
「
繼
」
に
な
っ
て
い
る
。
こ
れ

は
、
安
永
刷
で
は
、「
繼
」
の
旁
と
振
り
仮
名
部
分
が
浮
か
び
上
が
る
よ
う

に
見
え
て
右
横
の
罫
線
が
薄
れ
、
こ
こ
が
埋
木
に
よ
る
修
訂
で
あ
る
こ
と
を

う
か
が
わ
せ
て
い
る
。
安
永
刷
の
写
真
が
な
い
の
で
、
こ
こ
に
は
示
せ
な
い

が
、
そ
の
覆
刻
で
あ
る
『
名
乗
即
鑑
』
を
示
す
こ
と
に
す
る
。

振
り
仮
名
の
訂
正
な
ど
に
は
、
訂
正
し
た
も
の
を
版
下
に
し
て
の
覆
刻
が

な
さ
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
三
十
三
丁
表
の
「
自
慈
字
」
の
振
り
仮
名
は
宝
暦

版
で
「
シ
」、
安
永
刷
で
「
ジ
」、
裏
の
「
銭
」
左
訓
は
宝
暦
版
「
セ
ニ
」、

安
永
刷
「
ゼ
ニ
」
で
あ
る
が
、
こ
の
丁
は
覆
刻
と
思
わ
れ
る
。

四
十
二
丁
は
、
覆
刻
で
は
な
い
異
版
で
あ
る
。
図
に
示
す
よ
う
に
、『
名

乗
即
鑑
』
の
方
が
字
間
が
広
い
。
安
永
刷
も
同
様
で
あ
る
。

さ
て
、
上
記
の
よ
う
に
、
安
永
刷
で
は
、
宝
暦
版
か
ら
の
修
訂
が
行
わ
れ

て
い
る
わ
け
で
あ
る
が
、
そ
の
多
く
は
、
振
り
仮
名
な
ど
片
仮
名
を
あ
ら
た

め
た
も
の
で
あ
る
。
た
だ
、
そ
の
修
訂
に
、
な
に
か
方
針
の
よ
う
な
も
の
が

あ
る
よ
う
に
は
見
え
な
い
。
例
え
ば
、
十
七
丁
裏
の
泥
母
の
文
字
群
の
振
り

仮
名
を
改
め
て
い
る
の
だ
が
、「
農
」
の
ド
ウ
を
ナ
ウ
に
、「
能
」
の
ト
ウ
を

ノ
ウ
に
、「
嚢
」
の
ダ
ウ
を
ナ
ウ
に
す
る
一
方
で
、「
暖
ダ
ン
・
那
ダ
・
納
ダ

フ
・
煖
ダ
ン
」
の
濁
点
を
削
っ
て
い
る
の
は
、
濁
音
を
避
け
た
と
い
う
点
で

8



名乗即鑑4丁表

宝暦版42丁表 名乗即鑑42丁表

は
共
通
し
て
い
る
が
（

）、
同
じ
声
母
の
頭
子
音
を
揃
え
よ
う
と
い
う
よ
う
な
音

27

韻
学
的
な
考
え
と
は
遠
い
と
こ
ろ
に
あ
る
。

右
は
、
八
丁
表
の
彫
り
残
し
部
分
を
改
め
た
よ
う
に
見
え
る
が
、
左
訓
を

下
に
下
し
た
だ
け
で
、
情
報
が
増
え
て
い
る
わ
け
で
は
な
い
。

不
審
な
の
は
二
一
丁
表
の
「
椿
諄
純
」
へ
の
振
り
仮
名
「
チ
ユ
ン
・
シ
ユ

ン
・
ジ
ユ
ン
」
が
埋
木
に
よ
る
修
訂
に
見
え
る
の
だ
が
、
結
果
と
し
て
宝
暦

版
と
同
内
容
で
あ
る
。
想
像
す
る
に
、
こ
れ
を
「
均
倫
」
の
「
キ
ン
・
リ

ン
」
に
揃
え
た
「
チ
ン
・
シ
ン
・
ジ
ン
」
に
改
め
よ
う
と
し
た
経
緯
が
あ
っ

9



た
の
か
も
し
れ
な
い
。

い
ず
れ
に
せ
よ
、
安
永
刷
の
『
安
見
録
』
は
、
宝
暦
版
と
比
較
し
て
、
本

書
の
性
格
が
、
よ
り
明
ら
か
と
な
る
と
い
う
よ
う
な
も
の
と
は
見
な
し
が
た

い
。
た
だ
し
、
宝
暦
版
『
安
見
録
』
と
天
明
版
『
名
乗
即
鑑
』
の
間
を
つ
な

ぐ
も
の
と
し
て
は
、
欠
か
す
こ
と
の
出
来
な
い
存
在
で
あ
る
。

お
わ
り
に

以
上
、『
韻
鏡
安
見
録
』『
韻
鏡
反
切
名
乗
即
鑑
』
の
内
容
と
、
そ
の
刊
行

に
つ
い
て
述
べ
た
。
本
書
は
、
韻
鏡
・
反
切
と
い
っ
た
題
名
に
関
わ
ら
ず
、

頭
子
音
に
よ
る
漢
字
の
判
別
が
可
能
な
の
み
で
あ
っ
た
。
時
代
が
寛
政
三
年

に
ま
で
下
れ
ば
、
よ
り
簡
便
な
形
の
高
井
蘭
山
『
袖
珍
名
乗
字
引
』
が
出
て
、

そ
の
後
、
広
く
行
わ
れ
る
こ
と
に
な
る
の
だ
が
、
そ
の
前
段
階
の
書
と
し
て

行
わ
れ
た
の
が
『
名
乗
即
鑑
』
で
あ
っ
た
。『
名
乗
即
鑑
』
は
安
永
刷
『
韻

鏡
安
見
録
』
を
覆
刻
し
て
序
と
凡
例
を
加
え
た
改
題
本
で
あ
り
、
安
永
刷

『
安
見
録
』
は
、
宝
暦
版
『
安
見
録
』
の
版
木
を
使
っ
た
丁
と
、
覆
刻
に
よ

る
丁
と
、
版
下
を
起
こ
し
た
丁
と
が
あ
る
こ
と
を
述
べ
た
。
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簽
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右
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あ
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。
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お
か
じ
ま
・
あ
き
ひ
ろ

本
学
大
学
院
教
授
）
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